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�「前提学力調査」の結果�
�

平均点と標準偏差の一覧表�

一般常識テストの科目構成�

総合得点（本学と全国）�

　教授法開発室では本学の学生の総合的な基礎学力を把握するこ

とを目的として、平成13年度の新入生より前提学力調査を行う予定で

ある。今回はその予備調査として、A社の就職総合テスト「一般常識」

を用いることになった。このテストでは受験者個人が全国の学生と比

較して自己の基礎学力を知ることができ、また就職志望業種へのアド

バイスを得ることができる。�

　テストの内容は「基礎常識」と「社会常識」の２つに分けられている。

まず「基礎常識」は高校までに学習してきた５教科に対応する科目(英語、

国語、数学・理科、地理・歴史、社会・思想)からなっており、つぎに「社

会常識」は大学生が社会人として知っておくべき知識や教養の４科目

(政治・経済、文学・芸術、マナー総合、時事問題)からなっている。�

　今回テストの受験者は全国で83,805人であるが、大学名、学部・学

科名、回生等は未公表である。ただし、全国と本学の総合得点の分布

に大差はなく（左下の得点分布グラフ参照）、やや全国の得点分布の

方が高得点に偏っている程度である。したがって、本学とほぼ同程度

の学力をもった学生が全国でも受験したものと推測することができる。

以下、この点に留意して全国と本学を比較してみよう（下表参照）。�

　まず、「英語」は本学の平均点が全国よりやや低く、これに対して、「国

語」と社会常識の「文学・芸術」は本学の平均点がやや高くなっている。

佛大生は相対的に英語に弱く、国語や文学・芸術に強いと推測するこ

とができる。�

　つぎに、高校の社会科に相当する基礎常識（地理・歴史、社会・思想）

は本学の平均点の方が全国より高い。しかし、大学生活で身につける

べき社会常識(政治・経済、時事問題)は本学の平均点が低くなっている。�

　なお、本学の総合得点の平均が全国より低くなったのは、「数学・理科」

と「マナー総合」の得点が全国と比べてかなり低いことが影響している。「数

学・理科」の得点が全国より下回ったことは本学が文系大学であるこ

とから理解できよう。しかし、社会常識の「マナー総合」が全国平均より

もかなり低いことは、その要因を検討すべきだろう。�

1.調査の目的と内容�

　平成12年12月上旬から平成12年12月下旬まで１回生を中心とした

クラス（12学科中10学科）で試験を実施した。試験の実施にあたって

はクラス担当教員の協力を得て、講義時間中にテスト用紙を配布し、

出席学生に回答してもらった(試験時間70分)。テスト用紙の配布・回

収作業は教授法開発室の事務スタッフがあたった。受験者数は１回

生が779人、２回生以上が104人、計883人であった。�

　また、１月下旬からテスト結果の個人成績表を本人宛に郵送もしくは

配布し、あわせて前提学力調査についてのアンケート用紙を同封し学

生の意見を尋ねた。�

2.試験時期と方法�

3.全国と本学の比較�

基礎常識：高校で学習した科目に対応�

「英語」「国語」「数字・理科」「地理・歴史」「社会・思想」�「英語英語」「国語国語」「数字数字・理科理科」「地理地理・歴史歴史」「社会社会・思想思想」�

社会常識：社会人としての知識と教養�

「政治・経済」「文学・芸術」「マナー総合」「時事問題」�「政治政治・経済経済」「文学文学・芸術芸術」「マナー総合総合」「時事問題時事問題」�
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